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 ＼令和３年２月１日現在，予約回数の多かった本をご案内しています／ 

心淋し川    西條 奈加／著 

家族じまい   桜木 紫乃／著 

 

少年と犬     馳 星周／著 

とわの庭     小川 糸／著 

今度生まれたら   内館 牧子／著 

半沢直樹 アルルカンと道化師 池井戸 潤／著 

スキマワラシ    恩田 陸／著 

日没    桐野 夏生／著 

あの日、君は何をした   まさき としか／著 

日没    桐野 夏生／著 

もう、聞こえない    誉田 哲也／著 

湖の女たち    吉田 修一／著 

野良犬の値段    百田 尚樹／著 

汚れた手をそこで拭かない    芦沢 央／著 

クスノキの番人    東野 圭吾／著 

夜明けのすべて   瀬尾 まいこ／著 

自転しながら公転する   山本 文緒／著 

チーム・オベリベリ   乃南 アサ／著 

一人称単数    村上 春樹／著 

アンと愛情     坂木 司／著 

東野 圭吾／著 ブラック・ショーマンと 

名もなき町の殺人 

月 展示コーナーのご案内  3 

 

Pick 
up 

 
『また次の春へ』  

重松 清／著 東京：扶桑社 

 違った立場で東日本大震災を体験した人々を描

いた短編集。胸が苦しくなる内容ですが、すべての

人に春が訪れて欲しいと思わせる一冊です。 

 

『伝えよう心にのこる偉人たちの名言』  

国土社編集部／編 東京：国土社 

名言の紹介と、その背景や意味も解説。各章の

はじめにあるチャートで、どの名言が自分に向いて

いるのか探すこともできます！あなたの背中をそっと

押してくれる名言が、載っているかもしれません。 

Pick 
up 

 

 図書館では毎月様々なテーマで展示を設置しています。今回は開

架展示とミニ展示をご紹介します。 

 各コーナーではスタッフが厳選した資料を展示しています。ぜひお手に

取ってご利用ください。 

開 架 展 示 

『東日本大震災から 10年―もしもに備えて』 

3 月 5日（金）～3月 25日（木） 

ミ ニ 展 示 

『あれこれ名言集』 

2 月 27日（土）～3月 25日（木） 



 

美しい黄色の装丁に惹かれて読みました。古くから大切に伝えられてきた『奇跡の蜂蜜』

を守るため、《ポロウ村》にやってきたのは 13歳の少年でした。けれども、少年が背負う本

当の使命は最後の方まで明かされず、自然に囲まれた村での生活や学校行事、蜂蜜の魅力な

ど描かれているのを楽しむうち、終盤になって一気に登場人物たちが素顔を現し始めます。

そこで読者はポロウ村が持つ秘密に迫る伏線が既に何箇所にも敷かれていることに気づく

のです。大人が読んでも楽しい、なぜか懐かしいファンタジーミステリーでした。 

タイトル：「蜂蜜秘密」 

タイトル：「八ケ岳の食卓」 

 サブタイトルは「簡素でおいしいレシピ 美しく愛しい普通の一日」。長野県の自然の中で

ハーブショップを営む著者が、日々感じたことと季節のレシピを新聞に連載したものをまと

めた本です。紹介されている料理は素朴ながらも昔読んだ外国の物語にでてくる料理のよう

で、想像がふくらみます。またなにより、便利ではない生活の中、身の回りにあるものに目を

向け、大切に活かしている様子に、豊かなくらしとはこういうことなのかも、と感じました。 

「できない」ことばかりについ目が行きがちな今、ほっとできる一冊です。 

 

 

 料理家、文筆家の高山なおみさんが子どもたちへおくる、みそ汁の作り方をわかりやす

い表現と写真で伝えた絵本です。途中「おあじみ おあじみ おいしいぞ」という場面があ

るのですが、本書では完成してからではなく出汁の時にするのが印象的。（高山さん曰く

「子どもはお出汁の味がわかるはず、美味しい味がするっていうのをちゃんと確かめてほ

しい」そう。）驚いたのは、最後の一文「〇〇 いれても おいしいよ。」皆さんは何だと思

いますか？ちなみにシリーズ第１弾は『おにぎりをつくる』、そちらもぜひ。 

 

著者：小路 幸也  出版社：文藝春秋（2013 年 2 月） 

著者：萩尾 エリ子  出版社：西海出版（2003 年 8 月） 

タイトル：「みそしるをつくる」 

文：高山 なおみ  写真：長野 陽一  出版社：ブロンズ新社（2020 年 11 月） 



 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年
度
末
を
控
え
、
図
書
館
で
は
来
年
度
の
事
業
計
画
を
立
て
て
い
ま
す
。

毎
年
講
座
の
講
師
は
誰
に
お
願
い
し
よ
う
か
と
職
員
た
ち
は
話
し
合
い
ま

す
。
楽
し
い
仕
事
で
す
が
、
今
年
は
様
相
が
違
い
ま
す
。
何
よ
り
、
計
画
し

て
も
実
現
で
き
る
か
と
い
う
不
安
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
例
年
と
同
じ
規
模

の
事
業
を
行
う
準
備
を
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
一
年
間
、
中
止
や
変
更
が
あ
っ
て
も
、
な
ん
と
か
九
割
以
上
の
事
業

を
行
い
ま
し
た
。
四
月
、
五
月
は
長
い
期
間
休
館
し
そ
の
間
事
業
も
出
来
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
六
月
二
十
日
に
は
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
お
そ
ら
く

日
本
中
で
も
、
緊
急
事
態
宣
言
解
除
後
、
最
も
早
い
時
期
に
講
演
会
を
行
っ

た
図
書
館
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。 

 

新
年
度
に
な
る
と
子
ど
も
の
読
書
週
間
が
す
ぐ
に
始
ま
り
ま
す
の
で
、
そ

の
期
間
に
子
ど
も
向
け
の
事
業
を
い
く
つ
か
計
画
し
て
い
ま
す
。
毎
回
好
評

の
「
お
話
会
と
工
作
」
は
、
い
つ
も
す
ぐ
に
定
員
に
達
し
ま
す
か
ら
、
早
め

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
図
書
館
事
業
の
柱
「
郷
土
の
歴
史
講
座
」
も
例

年
と
同
じ
よ
う
に
計
画
し
て
い
ま
す
。
最
近
函
館
の
写
真
集
を
出
版
し
た
新

函
館
ラ
イ
ブ
ラ
リ
の
代
表
大
西
剛
さ
ん
に
、
写
真
を
大
き
く
映
し
出
し
解
説

し
て
も
ら
う
講
座
を
企
画
し
て
い
ま
す
。
毎
年
著
名
な
作
家
に
来
て
い
た
だ

い
て
い
る
秋
の
文
芸
講
演
会
も
、
人
気
の
作
家
と
交
渉
中
で
す
。
昨
年
講
演

い
た
だ
い
た
馳
星
周
さ
ん
は
、
昨
年
一
月
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
が
中
国
で

発
生
し
た
と
の
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
っ
た
ば
か
り
の
頃
お
願
い
し
ま
し
た
。
実
施

予
定
の
秋
に
、
そ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
が
世
界
中
に
蔓
延
し
て
い
る
と

は
想
像
も
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
し
、
馳
さ
ん
が
七
月
直
木
賞
を
受
賞
し
た

こ
と
も
驚
き
ま
し
た
。
馳
さ
ん
の
講
演
会
を
実
施
で
き
て
図
書
館
員
は
皆
ほ

っ
と
し
ま
し
た
。 

 

今
年
の
九
月
は
、
全
道
学
校
図
書
館
大
会
が
函
館
で
開
催
さ
れ
、
図
書
館

も
会
場
に
な
る
予
定
で
す
。
私
も
運
営
副
委
員
長
を
引
き
受
け
て
い
る
の
で
、

先
日
そ
の
会
議
に
出
席
し
ま
し
た
。
今
の
段
階
で
は
感
染
対
策
を
徹
底
し
開

催
す
る
予
定
で
、
三
月
に
は
案
内
を
発
送
し
ま
す
。
経
費
は
ど
ん
ど
ん
か
か

っ
て
い
く
の
で
、
も
し
直
前
中
止
に
な
る
と
大
幅
な
赤
字
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

中
止
決
定
に
は
、
全
国
学
校
図
書
館
協
議
会
な
ど
の
了
承
も
必
要
で
、
ま
る

で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
よ
う
だ
と
い
う
声
も
あ
り
ま
し
た
。
報
道
で
は
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
こ
と
ば
か
り
で
す
が
、
多
く
の
行
事
、
イ
ベ
ン
ト
の
関
係
者
は
頭

を
悩
ま
せ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

 
  

 

「小春日和」とは晩秋から初冬にかけての暖

かく穏やかな晴天のことで、冬の季語です。 

同じような天候を沖縄では「十月夏小」ドイ

ツでは「老婦人の夏」と呼ぶそうです。今季は

寒いと思う日が多く、年明けには水道が凍結し

て大変でした。長く感じた冬もそろそろ過ぎ

て、やっと「春」がやってきます。 

小春日和の函館駅前 

（1958年 12月） 

ph003895 

館
長
随
想
（
五
十
八
） 
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今日は雨。 

でも借りたい本は中央図書館にしか 

ないんだよなぁ。 

ちょっと遠くて、大変だなぁ。 

あっ、 

うちの近くに港図書室 

あるよ♫ 

 

 

 

 

図書館同士で 

本は動いて 

おるのじゃよ。 

 

図書館は 

つながって 

るんだね。 

 

やあ、こんにちは。 

君のおうちの近くに 

図書館はあるかね？ ヨ
ム
ち
ゃ
ん
博
士
参
上
！ 

図書館はみんなの近くに 

１ 

２ 

３ 

４ 

たとえば、港図書室にない本でも、予約してもらうと、 

ほかの図書室から回送で送り、港図書室で受け取る 

ことができるんです！ 

さらに！市内２７カ所を移動図書館車「ともしび号」 

が運行しています。 

運行日時やステーションの場所は図書館ホームペー 

ジ、または各図書館までお問合せください。 

  最近、本が大好きなおばあちゃんが、 

遠くまで行くのは大変だって言ってたから、 

今度、近くの図書室に一緒に行こう！ 

これからもたくさんの本が読めるね♪ 

予約してもらうと、近くにある図書室で

本を受けとることが出来るのじゃよ。 

それに返却するのも近くの図書室で 

大丈夫じゃ。 

 

 

おぉ！あなたは？ 

  本を届けるため、

走ります！ 

もし僕を見つけたら 

借りに来てね～。 

 


